















































































































Density Truespecificgravit dcm3 2.66 2.64 2.67
Drydensity dcm3 1.28 1.30 1.34
Three-pasdistribution Solidphase % 48.1 49.2 50.2
Liquidphase % 21.1 23.3 33.6
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Ⅳ.まとめ
ビニールハウスで栽培された白瓜を対象に根の生
長の測定を行った｡測定結果をまとめると以下のと
おりである｡
①根量の変化
根量は定植後の日数経過に伴い増加し,とくに生
育期の初期段階での増加率が大きくなった｡根の大
部分は20cmまでに存在し,20cm以深では微量であ
った｡また,水分の吸収の役割を持つ細根に注目す
ると,10-20cmでの根量が最も多く,株元を中心と
して半径 30cm の内外で根量を比較すると外部の方
が多い結果となった｡
②根系の広がり
根は4/5(定植後26日)の時点で垂直方向に30cm,
株元から水平方向に 80cm と,生育初期に一気に生
長し,その後は垂直方向には 40cm より下-は伸長
せず,水平方向-の伸長も僅かであった｡
③地上部との関係
地上部と根部の生長の関係は長さ,量のどちらに
おいても密接な関係があることが確認できた｡長さ
(水平方向の広がり)では r=0.96,量 (乾物重)で
はFO.94となった｡また根量と被度は同じようなカ
ープを描き,地上部と根部がバランスを保って生長
していたといえる｡
測定の結果には個体差の影響も含まれていると考
えられるが,今回の測定により地上部の茎葉の生育
と根部の生長過程の関係を捉えることができた｡
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